
V�を定数とし，数列�� �QD �を次のように定義する。１
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　ただし， シ �については，当てはまるものを，次の���～���のうちから一つ選べ。
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　次に，����の数列�� �QD �について考える。V ��であることに注意して，①�の漸化式を変
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　一つずつ選べ。同じものを選んでもよい。
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